
今月の表紙
３月12日、田野畑中卒業式。卒業
生25人が、 それぞれの夢に向かっ
て新たな一歩を踏み出しました。

がんばってます
石田 祐喜さん

十人十色
畠山 泰成君

～ふるさとの魅力とあなたの笑顔が輝く情報誌～
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旅
立
ち
の
日
―
―

わが家のアイドル
山根 朱陽君
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３月、巣立ちの春―。田野畑中（佐々木敏
とし

之
ゆき

校長、生徒87人）と田野畑小（堀切
茂
しげ

行
ゆき

校長、児童131人）の卒業式、たのはた児童館（横田千
ち

穂
ほ

子
こ

館長、園児25人）
と若桐保育園（有谷悦

えつ
子
こ

園長、園児50人）の卒園式がそれぞれ行われました。

３
月
12
日　
田
野
畑
中
学
校
卒
業
式（
卒
業
生
25
人
）

３
月
18
日　
田
野
畑
小
学
校
卒
業
式（
卒
業
生
16
人
）

３
月
16
日　
た
の
は
た
児
童
館
卒
園
式（
卒
園
児
12
人
）

３
月
20
日　
若
桐
保
育
園
卒
園
式（
卒
園
児
４
人
）

旅立ちの日に――。
フォトリポート
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田野畑小学校への入学を心待ちにしている新１年生。
そんなみんなに、将来の夢を書いてもらいました。

「おおきくなったら「おおきくなったら
なにになりたい？」なにになりたい？」

もうすぐ１年生♪もうすぐ１年生♪

川
畑
川
畑  

友友ゆゆ

唯唯いい
ち
ゃ
ん
（
真
木
沢
）

ち
ゃ
ん
（
真
木
沢
）

佐
々
木

佐
々
木  

遥遥は
る
は
る

人人とと
く
ん
（
尾
肝
要
）

く
ん
（
尾
肝
要
）

熊
谷
熊
谷  

新新し
ん
し
ん

星星せ
い
せ
い

く
ん
（
浜
岩
泉
）

く
ん
（
浜
岩
泉
）

畠
山
畠
山  

蓮蓮れれ

音音お
と
お
と

く
ん
（
田
野
畑
）

く
ん
（
田
野
畑
）

三
浦
三
浦  

羽羽わわ

湖湖ここ
ち
ゃ
ん
（
島
越
）

ち
ゃ
ん
（
島
越
）

田
河
原

田
河
原  
日日ひ

ま
り

ひ
ま
り葵葵

ち
ゃ
ん
（
浜
岩
泉
）

ち
ゃ
ん
（
浜
岩
泉
）

中
机
中
机  

佑佑ゆ
う
ゆ
う

斗斗とと
く
ん
（
机
）

く
ん
（
机
）

嘉
藤
嘉
藤  

奏奏そ
う
そ
う

祐祐す
け
す
け

く
ん
（
巣
合
）

く
ん
（
巣
合
）

中
村
中
村  

知知と
も
と
も

頼頼よ
り
よ
り

く
ん
（
明
戸
）

く
ん
（
明
戸
）

坂
本
坂
本  

莉莉りり

愛愛なな
ち
ゃ
ん
（
西
和
野
）

ち
ゃ
ん
（
西
和
野
）

坂
本
坂
本  

大大ひ
ろ
ひ
ろ
翔翔とと
く
ん
（
西
和
野
）

く
ん
（
西
和
野
）

野
崎
野
崎  

湊湊み
な
と

み
な
とく

ん
（
西
和
野
）

く
ん
（
西
和
野
）

佐
々
木

佐
々
木  
逞逞て

い
て
い

吾吾ごご
く
ん
（
猿
山
）

く
ん
（
猿
山
）

下
田
下
田  

統統と
う
と
う
悟悟ごご
く
ん
（
西
和
野
）

く
ん
（
西
和
野
）

三
浦
三
浦  

優優ゆ
う
ゆ
う

歩歩ああ
ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

ち
ゃ
ん
（
羅
賀
）

山
内
山
内  

寧寧し
ず
く

し
ず
く月月

ち
ゃ
ん
（
村
外
へ
）

ち
ゃ
ん
（
村
外
へ
）
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令
和
４
年
度

令
和
４
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

施 政 方 針令和４年度

　

 

は
じ
め
に

　　
本
日
こ
こ
に
、
令
和
４
年
第
２
回
田
野
畑
村

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
案
や
村
政
の
重
要
案
件
を
ご
審
議
い
た
だ

く
に
あ
た
り
、
村
政
運
営
に
取
り
組
む
施
策
に

つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
村
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
、
間
も
な
く
11
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
大

震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　
震
災
後
、
村
で
は
「
心
を
ひ
と
つ
に　
未
来

に
向
け
た
復
興
」
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
村
民
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
全
国
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
昨
年
９
月
に
村
が
事
業
主
体
と
な
る
全
て

の
復
旧
・
復
興
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
全
国
か
ら
の
ご
支
援
に

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
は
、
国
が
復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
強
力
に
建
設
を
進

め
て
き
た
三
陸
沿
岸
道
路
が
全
線
開
通
し
、
宮

城
県
仙
台
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
ま
で
が
１
本

　
令
和
４
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
４
日

に
開
会
し
ま
し
た
。

　
村
づ
く
り
の
方
向
性
や
新
年
度
の
主
要
事
業
な

ど
、
佐
々
木
靖
村
長
が
行
っ
た
施
政
方
針
の
内
容

を
お
伝
え
し
ま
す
。

村民一人一人が
未来に希望の持てる
住みよいむらづくりに向けて

３月 11日。あの日を忘れない――

東日本大震災追悼式

　
追
悼
式
は
、
島
越
自
治
親
交
会（
鈴

木
隆た
か

昭あ
き

会
長
）が
、
▼
犠
牲
者
の
追
悼

▼
地
区
住
民
の
絆
の
維
持
▼
震
災
の
記

憶
の
継
承
―
な
ど
を
目
的
に
開
催
。
約

90
人
が
黙
と
う
や
献
花
で
犠
牲
者
の
安

ら
か
な
眠
り
を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
同
自
治
親
交
会
の
箱
石
大だ
い

典す
け
副
会
長
が
「
２
度
と
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
、
追
悼
式
や
防
災
訓
練
な

ど
を
通
じ
て
防
災
教
育
を
行
い
、
津
波

へ
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
く
こ
と
が
残

さ
れ
た
我
々
の
使
命
だ
。
自
治
親
交
会

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
追
悼
式
を
継
続
し
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
思
い
を
寄
せ
、

家
族
の
皆
さ
ん
の
心
の
痛
み
に
寄
り
添

い
続
け
て
い
く
」
と
鈴
木
会
長
の
あ
い

さ
つ
を
代
読
。
参
加
者
は
、
地
震
発
生

時
刻
の
２
時
46
分
に
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
園
内
の
慰
霊
碑
に
献
花
し
ま
し
た
。

　
工
藤
修お
さ
むさ
ん（
68
）＝
島
越
＝
は
「
震

災
後
、
高
台
移
転
地
や
村
外
に
住
宅
を

再
建
し
た
人
も
多
い
が
、
追
悼
式
に
村

外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
絆
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
謝
の
言
葉
。

畠
山
シ
ノ
子
さ
ん（
74
）＝
滝
沢
市
＝
は

「
懐
か
し
い
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
。
震
災
は
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
震
災
の
記
憶
を

後
世
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
真
っ

す
ぐ
に
慰
霊
碑
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

CLOSE-UP

東日本大震災から11年となったこの日。村内各地で犠牲者への祈りが
ささげられました。島越ふれあい公園では、東日本大震災追悼式が行わ
れ、島越地区の住民や出身者が犠牲者の安らかな眠りを祈りました。

黙とうや慰霊碑への献花で東日本大震災の犠牲者を追悼する参加者の皆さん



　
人
口
減
少
は
、
村
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
く
中
、

本
村
だ
け
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
り
、「
い
か
に
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー

ド
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
ら
れ
る
か
」
と
い
う
観

点
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
村
で
は
、
保
育
料
の
無
料
化
や
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
先
行
し
て

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
年
間
の
出
生
数

が
10
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
少
子
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
環
境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
子

育
て
や
教
育
に
係
る
費
用
助
成
の
維
持
・
強
化
、

保
育
環
境
や
小
中
学
校
の
学
習
環
境
の
改
善
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
な
支
援
と
し
て
、

育
英
奨
学
資
金
貸
付
事
業
、
義
務
教
育
入
学
お
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の
自
動
車
専
用
道
路
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
人
の
流
れ
の
拡
大
や
物
流
の

効
率
化
に
よ
る
経
済
効
果
の
ほ
か
、
救
急
医
療

や
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
村
へ
の
大

き
な
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
整
備
さ
れ
た
道
路
網
な
ど
の
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
間
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
や
日
常
生

活
に
必
要
な
生
活
道
も
充
実
さ
せ
、「
道
の
駅

た
の
は
た
」
を
拠
点
と
し
て
村
の
魅
力
の
発
信

や
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
負
託

を
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
当
初
予
算
編
成
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
８
年
間
の
村
の
政
策
の

方
針
を
定
め
る
新
た
な
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

す
る
年
に
な
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
公
約
と
し
て
掲
げ
た
政
策

を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
、
総
合
計
画
に
沿
っ

た
各
種
施
策
を
展
開
し
、
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
参
加
・
協
働
・
創
造
」
に
よ
る
持
続
可

能
な
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で

猛
威
を
振
る
い
、
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
に
大

適
切
な
感
染
予
防
対
策
を
引
き
続
き
呼
び
掛
け

て
い
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
い
る
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
当
初
予

算
に
お
い
て
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

三
つ
の
事
業
の
関
連
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

①�

た
の
は
た
産
品
消
費
拡
大
支
援
事
業

　
村
内
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
農
林

水
産
物
を
加
工
製
造
販
売
し
て
い
る
業
者
に
、

商
品
の
配
送
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

②�

が
ん
ば
る
観
光
事
業
者
応
援
事
業

　
経
営
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
宿
泊
事
業
者
を

支
援
し
、
観
光
振
興
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
宿
泊
事
業
者
に
宿
泊
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

③�

学
校
給
食
費
保
護
者
負
担
金
の
無
償
化

　
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
学

校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
金
を
無
償
に
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
感
染
状
況
や
国
・
県
の
動
向
を

的
確
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

施 政 方 針令和４年度

令
和
４
年
度

令
和
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年
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施
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施
政
方
針

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
第
５
波
が
収

ま
っ
て
以
来
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
市
中
感

染
が
複
数
確
認
さ
れ
、
新
規
感
染
者
が
か
つ
て

な
い
水
準
に
ま
で
増
え
、
１
月
23
日
に
は
岩
手

県
独
自
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
る

な
ど
、
感
染
防
止
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
中
心
に
、
感
染
状
況
な
ど

に
応
じ
た
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
症
や
重
症
化
を

防
ぐ
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
18
日
に
、

65
歳
以
上
と
高
齢
者
施
設
の
方
々
の
接
種
が
完

了
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
18
歳
～
64
歳
の
方
々
を
対
象
と
し
た

接
種
準
備
を
進
め
て
お
り
、
３
月
中
に
は
希
望

す
る
全
て
の
村
民
や
本
村
で
就
業
し
て
い
る

方
々
へ
の
接
種
を
完
了
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
５
歳
～
11
歳
の
子
ど
も
へ
の
接
種

に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
な
ど
と
鋭
意
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一

人
の
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
が
重
要
で
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
の
徹
底
な
ど
、

よ
び
卒
業
祝
金
支
給
事
業
、
修
学
旅
行
費
用
の

一
部
助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、
令
和
４
年
度
か

ら
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
保
護
者
負
担
金
の

無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

　
出
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
エ

ン
ゼ
ル
祝
い
金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
な
ど
の
事
業
を
継
続
し
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
健
康
福
祉
課
内
に

新
た
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
出
産

前
後
の
母
子
へ
の
心
身
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。

　
高
齢
者
福
祉
対
策
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
保
健
事

業
と
一
体
的
な
施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
委
託
運
営
し
て
き
た
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
健
康
福
祉
課
内
に
設
置
し
、

村
政
運
営
の
四
つ
の
柱
令
和
４
年
度
の
村
政
運
営
は
、
四
つ
の
柱
を

中
心
と
し
て
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

村政運営

１
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策

子育て環境の充実に努めます
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●
道
の
駅
た
の
は
た

　
「
道
の
駅
た
の
は
た
」
は
、
物
産
・
観
光
の

み
な
ら
ず
、
地
域
振
興
の
核
施
設
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１

周
年
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
村
内
外
の
人
々

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
カ
フ
ェ
や
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

を
展
開
し
、
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
ベ
ー
ス

と
な
る
産
直
産
品
の
多
品
種
化
と
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
旧
尾
肝
要
産
直
施
設
を
改
修
し
た
「
地
域
の

加
工
場
」
で
は
、
地
域
の
農
林
水
産
物
を
加
工

し
、
道
の
駅
た
の
は
た
な
ど
で
の
販
売
に
つ
な

げ
ま
す
。
地
域
の
味
を
安
全
に
安
心
し
て
食
べ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
商
品
開
発
を
進
め
ま
す
。

に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
藻
場
を
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、「
水
産
資
源
造
成
事
業
」
に
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

●
林
業
の
振
興　

　
本
村
で
も
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
深
刻
と
な
っ

て
い
ま
す
。
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
私

有
林
に
対
す
る
「
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業
」、

村
有
林
に
お
い
て
は「
公
有
林
村
営
造
林
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
木
材
の
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
ま
で
の
連
携

に
よ
る
生
産
、
加
工
、
流
通
コ
ス
ト
の
一
体
的

な
削
減
を
図
る
た
め
「
林
業
成
長
産
業
化
総
合

対
策
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
森
林
経

営
管
理
制
度
」
に
基
づ
き
、
間
伐
が
行
わ
れ
て

い
な
い
森
林
の
整
備
を
進
め
、
森
林
機
能
の
管

理
保
全
お
よ
び
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
図
る

た
め
、
令
和
４
年
度
は
、
森
林
所
有
者
の
意
向

調
査
を
行
う
「
田
野
畑
村
森
林
環
境
税
推
進
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
観
光
振
興　

　
観
光
推
進
体
制
の
強
化
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
本
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
と

そ
の
豊
か
な
恵
み
を
受
け
る
１
次
産
業
と
の
連

携
に
よ
る
観
光
商
品
の
開
発
・
実
施
に
取
り
組

む
ほ
か
、
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
合
わ
せ
て
、
体

験
型
観
光
の
推
進
な
ど
の
観
光
施
策
を
強
力
に

推
進
し
ま
す
。

施 政 方 針令和４年度

通
・
販
売
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
１
次
産
業
の
担
い
手
の
確
保
や
育
成
、
経
営

の
強
化
、
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
へ
の
集
中
支
援
、
各
産
業
分
野
に
お

け
る
収
益
向
上
と
雇
用
機
会
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。

●
農
業
の
振
興　

　
国
際
基
準
と
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
の

承
認
を
受
け
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野

菜
生
産
者
へ
の
支
援
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、

酪
農
の
規
模
拡
大
者
へ
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
な
ど
が
著
し
い
本
村
に

お
い
て
、
地
域
力
の
維
持
お
よ
び
強
化
な
ら
び

に
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
村
外
の

人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
そ
の
定
住
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
現
在

３
名
の
隊
員
が
村
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

き
め
細
や
か
な
要
介
護
支
援
者
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
教
育
面
に
お
い
て
は
、
小
中
連
携
教
育
を
通

し
て
、
心
身
の
成
長
や
学
び
の
連
続
性
の
確
保

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
多
様
な
学
習
機
会
の
不
足
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
も
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
極
端
に
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
庁

が
実
施
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
芸
術
家
の
派

遣
事
業
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
子
ど
も
た
ち
の

情
操
教
育
の
機
会
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
田
野
畑

村
総
合
教
育
会
議
を
通
じ
て
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
の
教
育
の
課
題
や
あ
る
べ

き
姿
を
共
有
し
、
本
村
教
育
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

　
小
中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
そ
れ

ぞ
れ
必
要
数
配
置
す
る
ほ
か
、
中
学
校
に
は
、

部
活
動
指
導
員
を
村
単
独
費
で
配
置
し
、
教
育

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
勤

務
多
忙
化
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
整
備
更
新
し
た
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
お
よ
び
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有

効
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
に

合
わ
せ
た
教
育
を
実
現
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

村政運営

２
活
力
あ
る
産
業
振
興

活力ある１次産業を振興します

　
農
林
水
産
業
は
村
の
基
幹
産
業
で
す
。
活
力

あ
る
持
続
可
能
な
田
野
畑
村
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
、
産
業
の
活
性
化
は
欠
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、１
次
産
業
は
、高
齢
化
や
後
継
者・

担
い
手
の
不
足
な
ど
に
よ
る
生
産
量
の
減
少
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
商

工
業
に
お
い
て
も
小
売
業
な
ど
小
規
模
事
業
者

に
お
け
る
後
継
者
不
足
、
事
業
承
継
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
民

間
企
業
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
産
業
団
体
な
ど
が

連
携
し
て
担
い
手
の
育
成
や
生
産
・
加
工
・
流

令
和
４
年
度
は
、
新
た
に
７
名
の
隊
員
を
募
集

す
る
こ
と
で
都
市
部
か
ら
の
移
住
者
を
拡
大
し
、

産
業
お
よ
び
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
住
環
境
の

確
保
・
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
充
実
お
よ
び
情
報
発
信
の
強
化
を
図

り
、
移
住
者
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

生
産
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

●
水
産
業
の
振
興

　
サ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
主
力
魚
種
な
ど
の
記

録
的
な
不
漁
が
続
き
、
先
の
見
え
な
い
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
田
野
畑
ワ
カ
メ
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
た
め
、
現
在
、
漁
協
や
生

産
者
を
対
象
に
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、
ボ
イ
ル
加

工
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
新
年
度
は
「
田
野
畑
ワ
カ
メ

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
」
と
し
て
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
品
質
の
向
上
や
商
品
開
発
、
流
通
・

販
売
の
手
法
な
ど
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ
と

地域振興の核施設としての役割が期待される「道の駅たのはた」
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施 政 方 針令和４年度

よ
り
、
友
好
都
市
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長

会
、
全
国
町
村
会
な
ど
を
通
じ
て
、
貴
重
な
職

員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

派
遣
は
令
和
３
年
度
末
を
も
っ
て
、
全
て
終
了

と
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
、

応
援
職
員
の
存
在
が
不
可
欠
で
し
た
。
慣
れ
な

い
土
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
尽
力
し
て
い
た
だ
い

た
延
べ
１
４
２
人
の
応
援
職
員
の
皆
さ
ん
の
こ

れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
心
か

ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
対
話
と
説
明
責
任
が
大
切
で
あ
り
、

オ
ー
ル
田
野
畑
・
ワ
ン
チ
ー
ム
の
体
制
を
構
築

し
た
い
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
む
ら
づ
く
り
の
主
役
は
村
民
で
す
。
村
政
を

運
営
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
村
民
の
力
を

一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
の
百
歩
よ
り
、
百
人
の
一
歩
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
村
民
が
同
じ
方
向
を
向

き
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
確
実
に
歩
み
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、

私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
村
民
一
人
一
人
の
声
を
大
切

に
し
、
村
民
総
参
加
の
も
と
に
政
策
を
立
案
し
、

実
行
す
る
む
ら
づ
く
り
を
進
め
る
所
存
で
す
。

　
新
年
度
が
、
村
民
一
人
一
人
が
未
来
に
希
望

の
持
て
る
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
に
向
け
て
躍

進
す
る
年
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
村
民
の
皆
さ
ま
の
村
政
運
営
に
対

す
る
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年

度
と
同
様
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の

影
響
で
税
収
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
継
続
事

業
の
精
査
や
縮
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
経

常
経
費
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
過
去
の
大
型
投
資
事
業
に
伴
う
起
債

の
償
還
、
い
わ
ゆ
る
借
金
の
返
済
額
が
令
和
６

年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
本
村
の
一
般
会
計

の
総
額
が
30
数
億
円
の
規
模
の
中
で
、
償
還
の

財
源
に
６
億
円
も
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
年
後
の
償
還
ピ
ー
ク
を
見
据
え
、
財
政
健

全
化
の
予
算
編
成
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
中
に
あ
っ
て
も
事
業
の
選
択
と
集
中
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
そ
し
て
知
恵
と
工
夫
を
総

動
員
し
て
何
と
し
て
も
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
長
年
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る

新
庁
舎
の
建
設
に
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
で
、

住
民
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
議
会
に
は
、
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
上
程
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
し
、

重
点
施
策
の
推
進
に
適
し
た
効
率
的
な
事
務
体

制
を
整
え
る
た
め
に
課
の
再
編
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
室
を
廃
止
し
、
意
思

疎
通
の
円
滑
化
お
よ
び
業
務
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
台
風
19
号
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
対
し
て
は
、
県
内
市
町
村
は
も
と

も
人
口
減
少
や
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
行
財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
に
、
昨
年
11
月
に
策
定
し
た
「
第
６
次
田

野
畑
村
行
財
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び
「
第
６
次

田
野
畑
村
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て
、

事
業
の
選
択
と
集
中
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
を
徹
底
し
、
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
意
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

　
自
主
財
源
が
増
え
る
要
素
が
少
な
い
中
、
昨

年
12
月
３
日
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
送
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
年
末
の
１
カ
月

間
と
い
う
非
常
に
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
全
国
の
延
べ
１
４
６
人
の
方
々
か
ら

２
０
６
万
６
千
円
の
寄
付
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
思
い

を
大
切
に
し
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
な
ど
、

引
き
続
き
内
容
の
充
実
に
努
め
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
寄
付
金
を
活
用
し
た
各
種
施
策
の
展

開
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

　

 

む
す
び

　　　
以
上
、
令
和
４
年
度
に
係
る
所
信
お
よ
び
施

策
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
要

す
る
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
33
億
８
千
万

円
余
り
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会
計
で
は

49
億
７
千
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
比
、

一
般
会
計
で
４・９
％
、
全
会
計
で
３・４
％
の

便
性
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
料
金
体
系
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

三
陸
鉄
道
は
、
通
院
や
通
学
で
利
用
さ
れ
、

村
民
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
交
通
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

利
用
客
が
落
ち
込
む
中
に
あ
っ
て
、
村
と
し
て

も
「
マ
イ
レ
ー
ル
さ
ん
て
つ
」
の
基
本
に
立
ち

返
り
利
用
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
村
の
財
政
状
況
は
、
経
常
経
費
率
の
上
昇
に

伴
い
硬
直
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

　
自
治
会
活
動
の
活
性
化
は
、
む
ら
づ
く
り
の

根
幹
を
担
う
重
要
な
施
策
で
す
。
地
域
の
課
題

解
決
や
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
高
齢

化
に
伴
い
地
域
活
動
の
担
い
手
や
参
加
者
不
足

も
生
じ
て
お
り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
形
の
支

援
策
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
、「
こ
こ
に
住

み
た
く
な
る
村
・
こ
こ
で
子
育
て
し
た
く
な
る

村
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
共
同
作
業
な

ど
の
自
治
会
活
動
の
促
進
の
ほ
か
、
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
活
動
の
推
進
な
ど
、
自
分
た

ち
が
暮
ら
す
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
も
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、「
地
域
づ
く
り
交
付

金
」
や
「
協
働
の
む
ら
づ
く
り
推
進
事
業
費
補

助
金
」
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
地
域
と
行
政
と

の
情
報
交
換
が
よ
り
円
滑
に
な
る
よ
う
、
橋
渡

し
役
と
し
て
の
地
域
協
働
隊
職
員
制
度
の
効
果

的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

話
し
合
い
と
実
践
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
将
来

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度　
施
政
方
針

　
施
政
方
針

村政運営

４
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

村政運営

３
自
治
会
な
ど
の
活
性
化
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を
地
域
と

共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災
害
が
全

国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
尊
い
命
や
財
産
な

ど
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、「
田
野
畑

村
地
域
防
災
計
画
」
や
「
田
野
畑
村
地
域
強
靱

化
計
画
」
に
基
づ
き
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図

り
、
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
き
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
、
高
規
格
救
急
車
1
台
を

更
新
す
る
ほ
か
、
菅
窪
地
内
に
防
火
水
槽
と
消

火
栓
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
公
共
交
通
の
重
要

性
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
交
通
対
策

に
あ
っ
て
は
、
児
童
生
徒
の
乗
車
を
中
心
と
し

た
田
野
畑
村
総
合
バ
ス
「
タ
ノ
く
ん
バ
ス
」
を

運
行
し
て
い
ま
す
が
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
コ
ー
ス
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
見
直
し
を
図
り

な
が
ら
運
行
し
ま
す
。
田
野
畑
村
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
が
運
営
す
る
、
予
約
型
デ
マ

ン
ド
交
通
「
く
る
も
ん
号
」
に
つ
い
て
も
、
利

利用しやすい公共交通体制の構築に努めます
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小
中
学
校
に
整
備
を
進
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
環
境
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
が
意

欲
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
授
業

改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
能
動
的
か

つ
創
造
的
な
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

教
職
員
の
授
業
力
向
上
と
学
校
事
務
の

効
率
化
を
図
る
な
ど
、
教
職
員
の
資
質

向
上
と
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
努
め

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
小
学
校
５・
６
年

生
で
本
格
実
施
さ
れ
て
い
る
教
科
化
さ

れ
た
外
国
語
教
育
で
は
、
引
き
続
き
外

国
語
指
導
助
手
・
推
進
員
を
配
置
し
、

指
導
者
へ
の
支
援
・
指
導
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
の

実
施
を
検
討
し
、
外
国
語
や
外
国
の
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
児
童
生

徒
の
国
際
性
、
積
極
性
を
高
め
、
異
文

化
理
解
を
深
め
ま
す
。

➌�

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
教

育
活
動

　
自
他
の
命
を
大
切
に
し
、
他
者
の
人

権
を
尊
重
す
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
を
中
核

と
し
た
道
徳
性
の
育
成
や
小
中
連
携
教

育
の
研
究
・
実
践
に
よ
る
田
野
畑
学
で

の
体
験
・
奉
仕
活
動
、
読
書
活
動
の
充

実
に
よ
り
心
の
涵か
ん
養よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

不
登
校
や
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
が
お
互
い
を
尊
重

し
合
う
学
校
風
土
づ
く
り
と
、「
学
校

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
未

然
防
止
と
い
じ
め
事
案
へ
の
適
切
な
対

応
に
努
め
ま
す
。
不
登
校
対
策
で
は
、

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

➍
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
活
動

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣
や

能
力
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
、
小
中
学

校
の
教
科
体
育
や
業
間
運
動
の
充
実
、

部
活
動
指
導
員
の
配
置
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
と
連
携
を
図
り
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
で
の
食
に
関
す
る
正
し
い

理
解
と
安
全
安
心
な
食
を
選
択
で
き
る

力
を
養
う
と
と
も
に
、
家
庭
と
連
携
し

た
食
習
慣
や
食
事
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

➎�

多
様
な
支
援
の
充
実
を
図
る
教
育
活

動
　
特
別
支
援
学
級
の
設
置
・
充
実
に
よ

り
、
個
別
の
支
援
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に

必
要
な
力
を
育
む
た
め
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
教
育
の
機
会
均
等
の
た
め
に
、
就
学

援
助
や
奨
学
金
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
安
全
安
心
で
快
適
に
学

べ
る
よ
う
に
、
学
校
施
設
の
適
正
な
管

理
に
努
め
ま
す
。

３� �

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯

学
習
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、芸
術・

文
化

　　
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
機

会
を
充
実
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
歴
史
・
文
化
資
源
に

触
れ
る
こ
と
で
、
心
豊
か
に
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

➊�

個
々
の
学
習
や
活
動
意
欲
を
盛
り
立

て
支
援
す
る
活
動
の
展
開

　
社
会
教
育
事
業
、
生
涯
教
育
事
業
の

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
計
画
的
な
取

り
組
み
を
行
い
、
発
表
や
交
流
機
会
と

な
る
村
民
文
化
展
の
開
催
や
郷
土
芸
能

発
表
会
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

　
全
県
共
通
課
題
と
推
進
区
ご
と
の
課

題
に
基
づ
い
た
教
育
振
興
運
動
の
活
発

化
を
図
る
た
め
、
推
進
区
ご
と
の
体
制

の
整
備
と
相
互
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
・
協
働

を
進
め
、
そ
の
取
り
組
み
の
発
表
の
場

や
村
民
の
研
修
の
場
と
し
て
「
教
育
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
充
実
・
向

上
の
た
め
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
家
庭

教
育
学
級
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。

　
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
深
谷
市
と

の
小
学
校
交
流
事
業
の
実
施
を
検
討
し
、

児
童
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

➋�

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、

健
康
寿
命
を
の
ば
す
活
動
の
展
開

　
推
進
体
制
の
充
実
の
た
め
、
村
体
育

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
各
種
団

体
と
連
携
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・

大
会
を
企
画
し
、
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
推
進
し
、
村
民
の
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
体
育
施
設
の
適
正
な
維
持
・
管
理
に

努
め
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

➌�

貴
重
な
文
化
財
や
郷
土
芸
能
の
保

存
・
継
承
の
活
動
の
展
開

　
村
民
文
化
展
や
青
少
年
劇
場
を
開
催

し
、
村
民
や
児
童
生
徒
の
芸
術
文
化
活

動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
の
た
め
、
村

芸
術
文
化
協
会
や
郷
土
芸
能
伝
承
団
体
、

各
種
サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
指
定
文
化
財
や
希
少
動
植
物
を
は
じ

め
、
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
、
適
正
な
保
存
と
学
習
へ
の

活
用
に
努
め
ま
す
。

む
す
び　

　　
田
野
畑
村
の
未
来
に
向
け
た
人
づ
く

り
の
使
命
を
自
覚
し
、
教
育
行
政
の
推

進
に
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り
村
民
挙

げ
て
、
よ
り
一
層
、
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
、
田
野
畑
村
の
教
育
行
政
の

推
進
に
鋭
意
努
め
ま
す
。

 

議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

を
行
う
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

➊�

子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
育
む
こ

と
　
子
ど
も
た
ち
が
、
▼
確
か
な
学
力
▼

豊
か
な
心
▼
健
や
か
な
体
―
を
総
合
的

に
兼
ね
備
え
、
変
容
す
る
社
会
に
適
応

し
、
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
教
育
を
進
め
ま
す
。

➋�

新
し
い
時
代
の
学
校
経
営
の
展
開

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
村
を
挙
げ
て
支
え
る
た
め

の
教
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
教
育

振
興
運
動
、
地
域
学
校
協
働
活
動
、
そ

し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
目
指
す

べ
き
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
よ

り
一
層
の
連
携・協
働
を
す
る「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
し
、
田

野
畑
村
な
ら
で
は
の
教
育
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

➌�

学
校
教
育
を
支
え
る
学
び
の
基
盤
づ

く
り

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
の
た
め
、

小
・
中
学
校
に
高
速
か
つ
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
先
端
技
術
の
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
た
め
の

基
盤
整
備
と
そ
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

２ 

学
校
教
育
の
指
導
の
重
点

➊�

小
・
中
連
携
教
育
の
視
点
に
立
っ
た

教
育
活
動

　
本
村
の
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
１
校
の

利
点
を
生
か
し
、
小
中
学
校
９
年
間
を

見
通
し
た
小
中
連
携
教
育
に
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
田
野
畑
村
の
自
然
・

人
・
文
化
の
良
さ
を
豊
か
な
体
験
活
動

を
通
し
て
学
ぶ「
田
野
畑
学
」を
研
究・

実
践
し
、
ふ
る
さ
と
田
野
畑
村
に
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
日
々
変
容
を
続
け
る

予
測
困
難
な
社
会
の
中
で
も
志
を
高
く

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
形
成
・
自
己

実
現
に
向
け
て
立
ち
向
か
う
こ
と
の
で

き
る
子
ど
も
た
ち
を
培
い
ま
す
。

➋�

確
か
な
学
力
を
保
障
し
、
生
き
抜
く

力
を
育
む
教
育
活
動

　
確
か
な
学
力
の
育
成
の
た
め
、
生
き

る
力
の
基
盤
と
な
る
知
識
・
理
解
の
確

実
な
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
学
ん
だ

こ
と
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

を
育
み
、
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

な
ど
を
総
合
的
に
育
む
た
め
に
、「
主

体
的
で
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
を
期
し
て
、村
標
準
学
力
検
査
を
小・

中
学
校
全
学
年
で
実
施
・
分
析
な
ど
を

通
し
て
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

教 育 行 政令和４年度 方 針

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度　
教
育
行
政
方
針

　
教
育
行
政
方
針

は
じ
め
に 

　
お
と
と
し
か
ら
、命
を
は
じ
め
生
活・

経
済
や
学
習
機
会
ま
で
も
脅
か
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
、

新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
り
現
在
も

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
児
童
生
徒
の
健
康
・
安

全
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
適
正
な
感
染

予
防
対
策
に
取
り
組
み
、
学
び
の
保
障

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
田
野
畑
村
教
育
施
策

を
定
め
る
に
当
た
り
、
田
野
畑
村
総
合

計
画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
教

育
会
議
で
策
定
さ
れ
る
「
田
野
畑
村
教

育
大
綱
」
に
基
づ
き
、
教
育
行
政
を
推

進
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
・
岩
手
県
教
育
委
員
会

の
施
策
を
参
酌
し
つ
つ
、
田
野
畑
村
教

育
委
員
会
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

１ 

学
校
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
一
人
一
人
の
個
性
の
伸
長
と

学
び
の
場
を
保
障
す
る
た
め
に
、
お
互

い
に
認
め
合
い
、
支
え
合
う
学
校
風
土

と
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

未来に向けた人づくりの使命を自覚し
教育行政を推進していく

令和４年第２回村議会定例会で相模貞一教育長が、
教育行政運営の基本的な考え方や主な施策などを示した
教育行政方針を述べました。



■令和４年度の予算規模（全会計） ※１万円未満四捨五入

区 分 令和４年度 令和３年度 増　減 伸び率

一 般 会 計 33億8,025万円 35億5,444万円 △1億7,419万円 △4.9％

特

別

会

計

国民健康保険会計
事業勘定 5億8,831万円 6億1,086万円 △2,255万円 △3.7％

直診勘定 1億1,605万円 1億1,959万円 △354万円 △3.0％

簡 易 水 道 会 計 2億 578万円 1億9,685万円 893万円 4.5％

集 落 排 水 会 計 5,792万円 5,624万円 168万円 3.0％

下 水 道 会 計 3,460万円 3,311万円 149万円 4.5％

介護保険会計
事業勘定 5億3,539万円 5億2,609万円 930万円 1.8％

サービス勘定 　1,038万円 　 1,160万円 △122万円 △10.6％

後期高齢者医療会計 4,675万円 4,094万円 581万円 14.2％

小 計 15億9,518万円 15億9,527万円 △9万円 △0.1％

合 計 49億7,543万円 51億4,971万円 △1億7428万円 △3.4％
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当 初 予 算令和４年度 の

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度　
当
初
予
算
の
概
要

　
当
初
予
算
の
概
要

依存財源依存財源
84.7％84.7％

歳 入
3333億億8,0258,025万円万円

自主財源自主財源
15.3％15.3％

繰入金繰入金
11億億2,6212,621万円万円

（3.7％）（3.7％）
諸収入諸収入
7,8137,813万円万円

（2.3％）（2.3％）
その他その他
7,6497,649万円万円

（2.3％）（2.3％）

地方交付税地方交付税
1818億億7,0767,076万円万円

（55.3％）（55.3％）

国庫支出金国庫支出金
33億億6,5766,576万円万円

（10.8％）（10.8％）

村債村債
33億億4,8454,845万円万円

（10.3％）（10.3％）

県支出金県支出金
11億億4,6044,604万円万円

（4.3％）（4.3％）

新
年
度
予
算
の
概
要 

　
一
般
会
計
33
億
８
千
万
円
余

り
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
49
億
７
千
万
円
余
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
村
道
の
改
良
舗
装
な
ど
に
関

す
る
事
業
や
平
井
賀
漁
港
施
設

の
機
能
強
化
事
業
、
村
営
住
宅

の
整
備
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み

ま
し
た
が
、
前
年
比
、
一
般
会

計
で
４・９
％
、
全
会
計
で
３・

４
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
は
、
村
道
や
定
住

促
進
住
宅
の
整
備
事
業
、
思
惟

エ
リ
ア
（
道
の
駅
た
の
は
た
）

一
体
整
備
事
業
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
の
影
響
で
税
収
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、
継
続
事
業
の
精
査
・

縮
減
に
取
り
組
み
、
経
常
経
費

の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

■令和４年度の主な事業
【新型コロナウイルス感染症対策】

がんばる観光事業者応援事業 2,000万円

学校給食費保護者負担金の無償化 1,000万円

たのはた産品消費拡大支援事業 450万円

【人口減少・少子高齢化対策】

保育所運営事業 1億 389万円

地域おこし支援事業 5,142万円

たのはた児童館運営費 2,990万円

給食センター管理運営費 2,465万円

【活力ある産業振興】

田野畑村観光振興企業経営改善支援事業 4,213万円

道の駅たのはたを軸とした
地域しごとづくり事業 2,460万円

いわて地域農業マスタープラン
実践支援事業補助金 1,814万円

水産資源造成事業 881万円

地域特産品創生事業 450万円

【自治会等の活性化・安心して暮らせるむらづくり】

自立支援給付事業 1億 259万円

簡易水道等施設整備事業 8,796万円

村道三沢線道路改良舗装事業 7,767万円

災害防除事業 7,000万円

総合バス運行事業 5,185万円

村営住宅整備事業 3,179万円

防火水槽等整備事業 904万円

地域づくり交付金 870万円

協働のむらづくり推進事業費補助金 100万円

【持続可能な行財政運営】

ふるさと納税推進事業 304万円

その他その他
11億億3,1023,102万円万円

（4.0％）（4.0％）

歳 出
3333億億8,0258,025万円万円

義務的経費義務的経費
36.0％36.0％

投資的経費投資的経費
13.6％13.6％

その他の経費その他の経費
50.4％50.4％

人件費人件費
55億億6,2086,208万円万円

（16.6％）（16.6％）

公債費公債費
44億億7,5967,596万円万円

（14.1％）（14.1％）

扶助費扶助費
11億億7,8117,811万円万円

（5.3％）（5.3％）
普通建設事業費普通建設事業費
44億億5,9185,918万円万円

（13.6％）（13.6％）

物件費物件費
66億億8,0298,029万円万円

（20.1％）（20.1％）

補助費等補助費等
55億億4,0524,052万円万円

（16.0％）（16.0％）

繰出金繰出金
33億億4,5774,577万円万円

（10.2％）（10.2％）

その他その他
11億億3,8353,835万円万円

（4.1％）（4.1％）

村税村税
22億億3,7383,738万円万円

（7.0％）（7.0％）

■一般・特別会計の当初予算歳出額推移【単位：億円】

■一般会計　■特別会計

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

59.6

16.4

53.8

16.7

41.9

17.3

49.3

19.9

56.8

16.1

35.5

◎用語の説明
　歳入…１会計年度に村に入ってくるお金の見積もり
　自主財源…村が自主的に集められるお金
　依存財源…国や県から交付されるお金や村債
　村税…村民税など、村に納める税金
　繰入金…基金などから一般会計に繰り入れるお金
　地方交付税…�全ての市町村が一定の行政サービスを行

えるように国が交付するお金
　国庫支出金…村が行う事業に対して国が交付するお金
　村債…借入金のうち長期にわたり返済するもの
　県支出金…村が行う事業に対して県が交付するお金

◎用語の説明
　歳出…１会計年度に村から出ていくお金の見積もり　
　義務的経費…職員の給与や社会保障などに使われるお金
　投資的経費…施設や道路など、将来に残るものに使われるお金
　人件費…村職員の給与や議員・委員などの報酬
　公債費…村の借金の返済
　扶助費…要援護高齢者・高齢者などの生活維持や保育活動に使われるお金
　普通建設事業費…�道路や公共施設の建設事業などに使われるお金
　物件費…消耗品や備品の購入、光熱水費などに使われるお金
　補助費…村が交付する補助金や他の団体と共同で事業を行うための負担金
　繰出金…特別会計に充てられるお金

概 要

33.8

令和４年度

16.0 16.0

■令和４年度一般会計歳入予算の状況

■令和４年度一般会計歳出予算の状況
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大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

消
防
第
２
係
長

－

山
根
一
永（
川
井
分
署
）

消
防
第
３
係
長

－

植
村
英
治（
岩
泉
消
防
署
）

消
防
主
任

－

芳
賀
博
史（
岩
泉
消
防
署
）

消
防
士

－

山
桑
拓（
新
里
分
署
）

消
防
士

－

中
村
知
史（
新
里
分
署
）

消
防
士

－

有
谷
宇
貴（
山
田
消
防
署
）

消
防
士

－

昆
野
来
輝（
岩
泉
消
防
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
異
動
転
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
先

◆
田
野
畑
小

校
長

－

堀
切
茂
行

（
雫
石
町
立
御
所
小
・
校
長
）

副
校
長

－

川
口
冬
子

（
野
田
村
立
野
田
中
・
副
校
長
）

教
諭

－

八
木
純
子

（
一
関
市
立
千
廐
小
・
教
諭
）

教
諭

－

白
井
ら
ん
こ

　
（
盛
岡
市
立
城
北
小
・
教
諭
）

◆
田
野
畑
中

教
諭

－

菊
池
聡
子

（
北
上
市
立
和
賀
西
中
・
教
諭
）

教
諭

－

山
崎
隆
士

（
宮
古
市
立
田
老
第
一
中
・
教
諭
）

教
諭

－

松
岡
裕
美

（
久
慈
市
立
久
慈
中
・
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

教
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
派
遣
期
間
終
了
者

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
コ
内
は
派
遣
元

地
域
整
備
課
道
路
・
上
下
水
道
班
主
任

－

　
小
泉
健
太（
盛
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
派
遣
期
間
終
了
者

　
　
　
　
　
　
　
　

派
遣
職
員

令和４年４月１日付け　人事異動

総 務 課
 《主な仕事》
　・行政区との連絡調整
　・消防、防災、危機管理
　・情報公開、統計調査
　・予算、村有財産の管理
　・防災行政無線
課 長 工 藤 光 幸
主 幹（任）似 内 義 友
主 幹 ○ 菊 地 正 次
【総務・財政班】
主 査 畠 山 多 加 子
主 任 佐 々 木 歩
主 任 ○ 木 村 恭 平
主 事 本 波 侑 樹
主 事 坂 本 文 也
主 事 奥 地 惇 礼

【派遣】
総務課付
岩手県市町村課 ○ 小 野 寺 祥 史

村　長　　佐々木　靖

企 画 観 光 課
 《主な仕事》
　・広報紙の発行　・情報発信
　・住民自治の推進、村民懇談会
　・雇用対策　・陳情、要望
　・総合バスの運行
　・観光、商工の振興
課 長 佐 々 木 修
主 幹 ○ 佐 々 木 賢 司
【企画・観光班】
主任主査 大 澤 健
主 任 中 島 竜 二
主 事 佐 々 木 祐 介
主 事 吉 田 圭 介

税 務 会 計 課
 《主な仕事》
　・村税などの賦課、徴収
　・村税証明、納税相談
　・ 現金の出納（手当などの支払い

や村税、水道料などの納入）
　・県証紙の販売
会計管理者
課 長 ○ 早 野 和 彦

【税務・会計班】
主 任 大 澤 香 苗
主 事 熊 谷 航 大
主 事 舘 石 竜 馬
主 事 神 田 和 季

住 民 生 活 課
 《主な仕事》
　・総合窓口　
　・住民票、戸籍
　・国民健康保険　・介護保険
　・国民年金　
　・後期高齢者医療
課 長 ○ 大 森 泉
【住民生活班】
主任主査 ○ 中 野 千 鶴
主 事 舩 越 宏 太
主 事 下 舘 航 輝
主 事 内 野 沢 さ つ き
主 事 山 崎 真 穂

地 域 整 備 課
 《主な仕事》
　・村道、準用河川の管理
　・上下水水道、集落排水の管理
　・漁港の整備、管理
　・村営住宅の管理
　・災害復旧工事
課 長 工 藤 隆 彦
【管理班】
主 査（任）千 葉 敏 夫
主 事（兼）畠 山 隼 弥

【地域整備班】
主任主査 工 藤 光 昭
主任主査 佐 藤 太
主任主査（再）佐 々 木 卓 男
主 査 坂 本 大
主 査 落 合 正 幸
主 査（任）山 本 嘉 裕
主 事 金 澤 佑 輝
主 事（任）畠 山 隼 弥

産 業 振 興 課
 《主な仕事》
　・農林水産業の振興
　・農林水産業団体の育成
　・農林水産業の後継者対策
　・農道、林道の整備、管理
　・６次産業化の推進
　・道の駅たのはた
課 長 佐 藤 智 佳
主 幹 ○ 横 山 順 一
【産業振興班】
主任主査 角 舘 尚
主任主査 畑 山 譲
主 査 畠 山 裕 晃
主 事 佐 藤 俊 介
主 事（任）染 矢 さ と み

健 康 福 祉 課
 《主な仕事》
　・保健事業、福祉相談　
　・健診、予防接種
　・障がい者、高齢者、児童福祉
　・ごみの収集
　・生活保護の受け付け
課 長 ○ 佐 藤 和 子
主 幹 ○ 佐 々 木 和 也
【健康福祉班】
主任主査
歯科衛生士（兼）嘉 村 雪 江

主査看護師（兼）阿 部 春 枝
主任保健師 小 野 寺 洋 美
主 任（兼）山 口 芳 美
主任看護師（兼）合 角 地 美 加
主任栄養士 ○ 下 畑 優 子
保 健 師（兼）熊 谷 美 幸
保 健 師 関 畑 瑠 夏
主 事（兼）千 葉 新 平

【地域包括支援センター】
主任看護師 ○ 合 角 地 美 加
主 事（任）千 葉 新 平

【子育て世代包括支援センター】
主査看護師 ○ 阿 部 春 枝
主 任 山 口 芳 美
保 健 師 熊 谷 美 幸

【派遣】
健康福祉課付
社会福祉協議会 横 田 千 穂 子

診 療 所
 《主な仕事》
　・医科の診療
　・予防接種
　・乳幼児健診
所 長 近 江 三 喜 男
【管理班・診療班】
事 務 長（兼）佐 藤 和 子
主査看護師 ○ 武 田 律 子
主任看護師 工 藤 昌 子
主 事 (任) 佐々木あゆみ

歯 科 診 療 所
 《主な仕事》
　・歯科の診療
　・乳幼児歯科健診
所 長 近 藤 貴 樹
【管理班・診療班】
事 務 長（兼）佐 藤 和 子
主任主査
歯科衛生士 ○ 嘉 村 雪 江

主 事（兼）佐々木あゆみ

教育委員会事務局
 《主な仕事》
　・小中学校の設置
　・教育施設の整備、営繕
　・児童、生徒の就学
　・育英奨学資金の貸し付け
　・社会教育の振興
次 長 平 坂 聡
【総務・学校教育班、社会教育班】
主任主査 工 藤 真 樹
主 査（任）晴 山 美 恵 子
主 任（兼）大 蔦 美 千 子
主 任（任）小 野 智
主 事 畠 山 佳 恋
指導主事
（岩手県派遣） 熊 谷 康 弘

　
　
　
　
　
　
　
　
退
職
者

教
育
委
員
会
事
務
局
主
任

－

佐
々
木
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
退
職
者

村
職
員

昇任…○　異動…太字　（兼）…兼務発令　
赤字…新採用職員　（任）…任期付職員　（再）…再任用職員

教育長　　相模　貞一

学校給食センター
 《主な仕事》
　・学校給食センターの運営
所 長（兼）平 坂 聡

主 任 ○
（任）大 蔦 美 千 子

副村長　　阿部　芳肇

村
職
員
の
退
職
者
、
広
域
消
防
職
員
と
学
校

教
職
員
の
転
出
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議会・選管・監査
 《主な仕事》
　・村議会・選挙・監査
事 務 局 長 畠 山 哲
主 査 三 上 恵 美
主 任（兼）向 井 俊 一

農業委員会事務局
 《主な仕事》
　・農地の権利移動、農地転用
　・農業者年金
　・農地売買、賃借仲介
事 務 局 長（兼）畠 山 哲
主 査（兼）三 上 恵 美
主 任 向 井 俊 一

　村は、村民のニーズや行政課題などに的確に対応し、
重点施策の推進に適した効率的な事務体制を整えるた
めに課の再編を行いました。
　変更点は、政策推進課を「企画観光課」に名称変更
▶生活環境課を「住民生活課」に名称変更▶新たに「税
務会計課」を設置―の３点です。

村役場の組織が変わりました



Information村からの村からの  お知らせお知らせ
　
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
に
な
っ

て
い
る
「
固
定
資
産
税
課
税（
補
充
）

台
帳
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
土
地
の
売
買
や
家
屋
の
取
り
壊
し

を
行
っ
た
場
合
に
台
帳
の
内
容
が
訂

正
さ
れ
て
い
な
い
と
、
誤
っ
て
課
税

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

縦
覧
期
間
…
４
月
１
日
㈮
～
５
月

２
日
㈪　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

◆
場
所
…
村
役
場
税
務
会
計
課

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
会
計
課

　
（
☎
34

－

２
１
１
２
）

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
確
認
を

広報 たのはた　2022・４21 202022・４　広報 たのはた

　
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
で
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
あ
る
宅
地
と

砂
防
指
定
地
内
に
あ
る
山
林
の
固
定

資
産
税
の
算
定
の
基
に
な
る
評
価
額

を
減
価
し
ま
す
。

《
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
宅
地
》　

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）は
、
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
土
地
を
県
が
法
律
に

基
づ
い
て
指
定
す
る
区
域
で
す
。

　
建
築
物
の
構
造
規
制
や
一
定
の
開

発
行
為
に
対
す
る
制
限
な
ど
が
発
生

し
ま
す
。

◆
減
価
率
…
評
価
額
の
40
％
を
減
価

《
砂
防
指
定
地
内
の
山
林
》

　
砂
防
指
定
地
は
、
治
水
上
砂
防
の

た
め
の
設
備
が
必
要
な
土
地
や
、
一

定
の
開
発
行
為
の
禁
止
・
制
限
を
す

る
必
要
が
あ
る
土
地
と
し
て
国
が
指

定
す
る
区
域
で
す
。

◆
減
価
率
…
評
価
額
の
50
％
を
減
価

《
共
通
事
項
》

◆�

そ
の
他
…
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
会
計
課

　
（
☎
34

－

２
１
１
２
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
宅
地
な
ど
の

固
定
資
産
税
評
価
額
を
減
価

　
村
は
、
村
営
住
宅
と
定
住
促
進
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
収
入

要
件
や
住
宅
の
位
置
な
ど
詳
し
く

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る

か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆�

入
居
資
格
…
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

●�

村
営
住
宅
…
➊
60
歳
以
上
ま
た

は
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る
➋
収

◆募集する住宅の概要

住宅の種類 募集住宅 間取り 家賃（月額）

村営住宅 菅窪団地７号 ２ＤＫ 20,100円～
53,400円

定住促進住宅 羅賀団地C号 ２ＤＫ 45,000円

村
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者
を
募
集

入
要
件
を
満
た
し
て
い
る
➌
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
➍
村
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
➎
暴
力
団
員
で
は
な

い
●�

定
住
促
進
住
宅
…
➊
村
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
➋
暴
力
団
員
で
は
な

い
➌
村
に
住
民
登
録
が
可
能

◆�

申
し
込
み
方
法
…
▼
入
居
申
請
書

▼
所
得
証
明
書
▼
住
民
票
▼
納
税

証
明
書
―
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
入
居
可
能
日
…
５
月
９
日
以
降

◆
申
込
期
限
…
４
月
15
日
㈮

村
へ
の
移
住
を
希
望
す
る

子
育
て
世
帯
に
家
賃
補
助

　
村
外
か
ら
移
住
を
希
望
す
る
子
育

て
世
帯
に
10
年
間
、
家
賃
を
補
助
し

ま
す
。

◆�

対
象
…
村
へ
移
住
・
定
住
を
希
望

す
る
人
で
、
同
居
す
る
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
ま
た
は
、
妊
娠
中
の

配
偶
者
が
い
る

◆�

家
賃
…
２
万
２
５
０
０
円
（
羅
賀

団
地
）

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
地

域
整
備
課
（
☎
34

－

２
１
１
３
）

後期高齢者医療制度
所得が一定以上ある人の

医療費の窓口負担が変わります

医
療
費
の
窓
口
負
担
が

１
割
か
ら
２
割
へ　

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以

上
の
人
な
ど
が
加
入
す
る
医
療
保
険
制

度
で
す
。

　
現
在
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
１
割
負
担
の
人
の
う
ち
、

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
人
は
、
10
月
１

日
か
ら
２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
後
期

高
齢
医
療
の
被
保
険
者
全
体
の
約
20
％

の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆�

２
割
負
担
の
対
象
者
…
次
の
全
て
に

◆問い合わせ先…住民生活課（☎34-2114）

10月１日スタート

該
当
す
る
人

　
➊�

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の
中
に
、

住
民
税
課
税
所
得（
所
得
金
額
か

ら
各
種
所
得
控
除
を
反
映
し
た
金

額
）が
28
万
円
以
上
の
人
が
い
る

　
➋�

年
金
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
金
額

の
合
計
が
２
０
０
万
円
以
上（
被

保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合
は

３
２
０
万
円
）

な
ぜ
、
見
直
し
が
必
要
な
の
？

　　
令
和
４
年
度
以
降
、
い
わ
ゆ
る
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち
、
窓

口
負
担
を
除
い
て
約
４
割
は
、
現
役
世

代（
子
や
孫
）の
負
担（
支
援
金
）と
な
っ

て
い
て
、
医
療
費
の
増
大
に
伴
い
、
現

役
世
代
の
負
担
が
今
後
も
拡
大
し
て
い

く
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し
は
、

現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
、
国
民
皆
保

険
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
も

の
で
す
。

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
る
人
の

負
担
を
抑
え
る
配
慮
措
置

　　
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
は
、
２
割
負

担
に
な
る
人
の
１
カ
月
間
の
負
担
増
加

額
を
３
千
円
以
内
に
抑
え
ま
す
（
入
院

の
医
療
費
は
対
象
外
）。

　
配
慮
措
置
の
適
用
で
払
い
戻
し
に

な
る
人
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
事

前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
高
額
療
養
費

の
口
座
へ
後
日
振
り
込
み
ま
す
。

　
２
割
負
担
に
な
る
人
で
高
額
療
養

費
の
口
座
を
登
録
し
て
い
な
い
人
に

は
、
10
月
ご
ろ
に
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
や
村
か
ら
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。

自
治
体
職
員
な
ど
を
語
っ
た

詐
欺
に
注
意

　　
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
、

電
話
や
訪
問
で
口
座
情
報
の
登
録
を

お
願
い
し
た
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
や
通
帳
な
ど
を
預
か
っ
た
り
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、
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０
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令和３年度 令和 7 年度

1,880 万人

2,180 万人

●75歳以上の人口予測 ●現役世代からの支援金の予測

公費（税金）
８.0兆円

現役世代からの
支援金
6.9兆円

後期高齢者
医療保険料
1.5兆円

窓口負担
1.5兆円

その他
0.5兆円

●75歳以上の後期高齢者医療費の財源内訳
　（総額約18.4兆円）　※令和４年度予算案ベース

令和３年度 令和 7 年度

6.8 兆円
8.1 兆円



山火事に注意しましょう

村食生活改善推進員が紹介。旬の食材を使った健康レシピ

食改さんの健康レシピ 
Health recipes

●作り方
　➊…�タラは水気をキッチンペーパーで拭き

取り、全体に塩こしょうを振って薄力
粉をまぶす

　➋…��ボウルに卵を割りほぐし、粉チーズと
混ぜる

　➌�…�➊を➋にくぐらせ、オリーブ油を熱し
たフライパンで両面を色よく焼く

食改さんからひと言…チーズの塩気がアクセント
になるので、塩こしょうは少量でＯＫ。細かく刻
んだパセリを衣に混ぜてもおしいく仕上がります。

タラのチーズピカタ
※エネルギー 194㌔㌍（１人分）

　　㉄健康福祉課（☎33-3102）

健康のとびら 　　㉄健康福祉課（☎33-3102）消防だより 
Information from the fire department

　　㉄消防田野畑分署（☎34-2100）

　季節の変わり目は、年代を問わず肌のトラ
ブルが起こりやすくなります。
　特に冬から春は、肌にブツブツやカサカサ、
かゆみ、じんましんなどが起こりやすくなり
ます。
○�なぜ、春に肌荒れが起こりやすいの？
　�　気温差で肌を守る機能が低下し、肌のう

るおいが無くなったところに、花粉や黄砂
が付いたり、紫外線が当たったりすること
で肌が荒れやすくなります。

　�　環境の変化やストレス、マスクの刺激も
肌荒れの原因といわれています。

○予防と対処方法
　➊�睡眠をしっかり取って、バランスの良い

食事を心掛けましょう
　➋�洗顔や入浴時は、肌をたっぷりの泡でや

春の肌荒れ対策

さしく洗い、すぐに保湿クリームなどを
塗りましょう

　➌��自分なりのリラックス法でストレスを発
散させましょう

　➍�ほこりやダニ、カビも肌荒れの原因にな
ることがあります。掃除やシーツの洗濯
もこまめに行いましょう

○迷わずに医療機関を受診
　　症状がひどいときや長く続くときは、迷
　わずに医療機関を受診しましょう。

新 刊 紹 介

ながみちくんがわからない
　　　数井 美治　著

【児童書】

　割り算は割り切れる方が好き。
でも、クラスには割り切れない男
の子がいる。何を考えているか
分からない。分からないから気に
なって、学校帰りに後をついて
行ったけれど…。童話と絵本のグ
ランプリ童話大賞受賞作品。

イラストでわかる
美しい所作と振る舞い

一条 真也　監修

【一般書】

　なぜかあの人には品がある。日
本の美しさを感じさせる所作と、
振る舞いをテーマ別にイラストで
分かりやすく紹介。美しく見せる
コツや気を付けるポイントを知れ
ば、ぐっと印象が変わります。

愛に始まり、愛に終わる　
瀬戸内寂聴 108 の言葉

瀬戸内 寂聴　著

【一般書】

　人は愛するために生まれてきた
のです――。柔らかな笑顔で人々
を励まし、救ってきた寂聴さん
の人生哲学が詰まった、108点の
メッセージ。寂聴さんの言葉が、
きっと、あなたの心の栄養になり
ます。

●材料（２人分）
タラ（切り身） ２枚
塩こしょう 少々
薄力粉 大さじ２
卵 １個
粉チーズ 大さじ１
オリーブ油 大さじ１

ナージャの５つのがっこう
キリーロバ・ナージャ　著

【児童書】

　小学生のナージャは両親の転勤
で、五つの国の五つの学校に通い
ます。教室も、持ち物も、先生も、
授業もこんなに違う！　国によっ
て「違い」があって当たり前、む
しろ素敵なことがたくさんあるこ
とをナージャが紹介します。

　昨年、県内では26件の山火事が発生して
います。そのうち約７割が３～５月の期間に
集中しています。
　例年、３月から５月にかけて野山が乾燥し、
風の強い日が多くなります。このように、林
野火災が起こりやすい気象条件が重なること
が原因の一つになっています。
　また、春先は行楽や山菜採りのために山に
入る人が増加することや、農作業に由来する
枯草焼きなどが山林に飛び火することも原因
になっています。
　火災のほとんどが不注意から発生していま
す。火の取り扱いには十分に注意し、火災を
起こさないようにしましょう。
◆山火事防止対策の重点
　➊�強風時や乾燥時には、たき火、野焼き、

広報 たのはた　2022・４23 222022・４　広報 たのはた

火入れをしない
　➋�燃え広がりやすい枯れ草などがある場所

では、たき火、野焼きをしない
　➌�たき火や野焼きの場所を離れるときは、

完全に火を消してから移動する
　➍�たき火や野焼きは一人で行わず、水など

の消火の備えをする
　➎�たき火、野焼き、火入れをするときは、

必ず消防署に届け出る
　➏�火入れをするときは、必ず市町村長の許

可を得る
　➐�森林の周囲１㌔で行う寄せ焼きや筋焼き

による野焼きは、火入れとみなされる
　➑�指定された場所で喫煙する。吸い殻は必

ず火を消し、投げ捨てをしない
　➒火遊びは絶対にしない



お知らせお知らせ
火　災

（２月21日～３月20日）

火 災 の【今月】  　０件
発生件数【今年】　  １件
無火災の連続記録
（３月20日現在） 71日

人口と世帯
３月１日現在 (　) は前月比

人口  　3,100人（－ 8）  
　男  　1,552人（± 0） 

女  　1,548人（－ 8） 
世帯  1,359世帯（－ 3）

●知知 いろいろなお知らせ

参加者などを募集中●募募

　骨髄バンクは、治療が難しい
血液疾患の患者さんの命をつな
ぐボランティアです。
◆日時…４月12日㈫
　　　　午後１時～２時　　
◆場所…宮古保健所
◆申込期限…４月11日㈪
◆�申し込み・問い合わせ先…宮

古保健所（☎0193-64-2218）

骨髄バンクドナー登録に協力を●知知

広報 たのはた　2022・４25 242022・４　広報 たのはた

　４月18日は「ヨイ歯の日」。
県保険医協会では、歯や口の中
の健康に関する無料電話相談

「ヨイ歯デーテレホン相談」を
実施します。
◆日時…４月18日㈪
　　　　午前10時～午後７時
◆�受付内容…歯、口に関する悩

みについて
◆�回答方法…相談を受け付けた

後、午後７時以降に歯科医師
から相談者に電話で回答

◆相談料…無料
◆��電話相談…県保険医協会ヨイ

歯デーテレホン相談係
　（☎019-651-7341）

歯のテレホン相談を実施●知知

　４月１日から成年年齢が20
歳から18歳に引き下げられ、
18、19歳の人は、親の同意が
なくても自分で契約ができるよ
うになります。
　しかし、変わるのはそれだけ
ではありません。令和５年から
18、19歳の人も裁判員に選ば
れる可能性があります。
　令和５年に裁判員に選ばれる
可能性がある人には、11月ご
ろに裁判員候補者名簿に記載さ
れたことをお知らせする通知を
送付します。
　裁判員に選ばれた人は積極的
に参加をお願いします。
◆��問い合わせ先…盛岡地方裁判

所事務局総務課庶務係
　（☎019-622-3342）

18歳から裁判員に選ばれます●知知

◆日時・場所　
　➊�毎週月曜日　午前10時～午

後３時・宮古市総合福祉セ
ンター（宮古市小山田2-9-
20）

　➋�毎月第１、第３木曜日　午
前10時～正午・ハローワー
ク宮古（宮古市小山田1-1-1）

◆�対象…介護の仕事に関心があ
る人や就労を希望する人

◆その他…予約優先
◆�問い合わせ先…県福祉人材セ

ンター宮古　キャリア支援員
　（☎080-8201-0199）

介護のしごと「定期出張相談会」●知知 　県の図書館運営に県民の幅広
い意見を反映させるため、委員
を募集します。
　申し込み方法などは、県ホー
ムページを確認するか問い合わ
せてください。
◆募集人数…１人
◆任期…７月１日から２年間
◆�応募資格…県内に住んでいる

人で、図書館運営に十分な見
識があり、年２回盛岡市で開
催する会議に出席できる人

◆申込期限…４月28日㈭
◆�問い合わせ先…県教育委員会

事務局生涯学習文化財課
　（☎019-629-6176）

県立図書館協議会委員を募集

《第二種電気工事士受験コース》
　▶筆記試験の内容▶電気に関
する基礎理論▶電気工事の施工
方法―など、第二種電気工事士
学科試験の出題ポイントを解説
します。
◆開催日…４月27日㈬、28日㈭
◆定員…先着５人
◆申込期限…４月12日㈫
◆�その他…テキストを持参して

ください
《Excelビジネス活用（基礎）》
　表計算ソフト「Excel」をビ
ジネスで活用するために必要な
関数の使い方やデータベース機
能などの基本的な機能と操作を
学びます。
◆開催日…５月12日㈭、13日㈮
◆�対象…パソコンの基本操作が

できる人
◆定員…先着10人
◆テキスト代…2,200円
◆申込期限…４月21日㈭

《写真合成フォトショップ》
　 画 像 編 集 ソ フ ト「 フ ォ ト
ショップ」を使って、自然な写
真合成や編集の仕方を学びます。
◆開催日…５月18日㈬、19日㈭
◆�対象…パソコンの基本操作と

ローマ字入力ができる人
◆定員…先着10人
◆テキスト代…2,860円
◆申込期限…４月27日㈬

《共通事項》
◆�研修時間…午前９時～午後４

時
◆�場所…県立宮古高等技術専門

校（宮古市松山8-29-3）
◆受講料…無料
◆�申し込み・問い合わせ先…県

立宮古高等技術専門校
　（☎0193-62-5606）

能力開発セミナーを開催

◆�日時…４月７日㈭、14日㈭、
21日㈭、28日㈭

　午前10時～午後３時
◆�場所…宮古市役所本庁舎１階
◆�問い合わせ先…宮古市市民相

談室（☎0193-62-2111）

宮古地区無料法律相談●知知

●募募

●募募

　暮らしや仕事、お金などの悩
み・困り事を共に考えて支援し
ます。電話での相談も受け付け
ています。
◆日時…４月22日㈮
　　　　午前10時30分～正午
◆場所…アズビィ楽習センター
◆電話相談…月曜～金曜日
　午前８時30分～午後５時
　※祝日、年末年始を除く
◆その他…相談無料。秘密厳守
◆�電話相談・問い合わせ先…宮

古圏域くらしサポートセン
ター（☎0193-65-8815）

悩みや困り事の相談会●知知

　国民年金には、所得が一定以
下の学生の保険料納付を猶予す
る「学生納付特例制度」があり
ます。
　猶予期間は、４月から翌年３
月までの１年間。翌年度も在学
予定の人には、４月初めに申請
書を送付します。学生納付特例
制度の継続を希望する場合は、
再度申請が必要です。
◆�申請に必要な物…➊在学証明

書（原本）または、有効期限と
学年の記載された学生証、➋
印鑑、➌基礎年金番号が分か
るもの

◆�その他…➊過去２年分までさ
かのぼって手続きが可能➋学
生納付特例期間中の保険料は、
10年さかのぼって納付可能
➌学生納付特例の期間は、障
害年金や遺族年金の受給資格
期間になります

◆�申請・問い合わせ先…宮古年
金事務所（☎0193-62-1963）、
住民生活課（☎34-2114）

学生の保険料の納付を猶予●知知

　防衛省・自衛隊では、自衛官
の採用試験を実施します。
　受験資格や試験場所など、詳
しくは問い合わせてください。

《�一般幹部候補生》
　自衛隊組織のリーダーとなる
幹部自衛官を養成する制度
◆�１ 次 試 験 日 …４月23日㈯、

24日㈰
◆�入隊時期…令和５年３月中旬

～４月上旬
◆申込期限…４月14日㈭

《�一般曹候補生》
　各部隊の中核を担う自衛官を
養成する制度
◆�１次試験日…５月20日㈮～

29日㈰のいずれか１日
◆�入隊時期…令和５年３月下旬

～４月上旬
◆申込期限…５月10日㈫

《共通事項》
◆�問い合わせ先…自衛隊宮古地

域事務所（☎0193-63-3881）

自衛官の採用試験を実施

　看護師などの免許を持ってい
て、その仕事に就いていない人
は、県ナースセンターに届け出
ることになっています。　
　県ナースセンターでは、届け
られた情報をもとに、復職に向
けた▶研修▶無料の職業紹介▶
相談員によるアドバイス▶情報
提供―などの支援を行います。
◆�届け出の対象…▶保健師▶助

産師▶看護師▶准看護師―い
ずれかの免許保持者で、その
仕事に就いていない人

◆�届け出の方法…看護師などの
届け出サイト「とどけるん」
から必要事項を入力して届け
出てください

◆�問い合わせ先…県ナースセ
ンター（県看護協会内　☎
019-662-8213）

看護師などの届け出制度●知知

●募募

　村は４月１日、「田野畑村中
小企業及び小規模企業振興条
例」を施行しました。
　この条例は、▶村▶村内の中
小企業・小規模企業▶村商工会
―の３者が連携・協力して、地
域経済の活性化や村民生活の向
上に取り組むために、それぞれ
の役割や基本理念を定めるもの
です。
　中小企業や小規模企業の振興
に、村の皆さんの理解と協力を
お願いします。
◆�問い合わせ先…企画観光課
（☎34-2111）

中小企業・小規模企業振興条例●知知

　芸術文化の発展などをイメー
ジさせる岩手芸術祭のテーマを
募集します。応募方法などは、
県文化振興事業団ホームページ
を確認してください。
◆�応募資格…県内在住者、岩手

県出身者、県内に通勤や通学
をしている人

◆応募期限…５月10日㈫
◆�問い合わせ先…岩手芸術祭実

行委員会事務局（県文化振興
事業団内　☎019-654-2235）

岩手芸術祭のテーマ募集●募募



　問題の答えをはがきに書いて、
４月15日までに村役場企画観光
課にお送りください。正解者の
中から抽選で３名様に、タノく
んキーホルダーが当たります。

Ｑ�　３月12日に行われた田野畑
中の卒業式。卒業生は何人？

　Ａ）　12人
　Ｂ）　16人
　Ｃ）　25人

■前号（３月号）の正解
　Ｑ→Ａ

■先月当選者
　上山 明美さん（田野畑）
　濱田 美壽子さん（羅賀）

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（３月20日現在）

寄付金総額 8069万8526円
1251件（村内140件、県内267件、県外844件

取り崩し額 　　2346万5897円　　
基金残額

( 運用益を含む） 5731万4191円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページを
ご覧いただくか、企画観光課（☎34-2111）までご連絡ください。

おめでた　　 おくやみ

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
　のときに戸籍係の窓口に申し出てください

〔令和４年２月届け出分〕
（一部敬称略）

■安らかに　～お悔やみ～
　熊　谷　𠮷　信（78）　田　代
　小長根　キ　ヱ（90）　　机
　梅　原　美加子（58）　菅　窪
　熊　谷　ハ　ナ（99）　田　代
　佐々木　コ　ト（89）　甲　地
　早　野　ミ　サ（91）　島　越
　中　村　　吉 （95）　羅　賀
　松　本　典　宏（81）　田野畑

役 立ちカレンダー　　　　期間：４月１日㈮～５月２日㈪
月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

４月
７日 ㈭

田野畑小学校入学式 田野畑小学校体育館 10:00～10:30 田野畑小学校
（☎34-2050）

田野畑中学校入学式 田野畑中学校体育館 13:00～13:45 田野畑中学校
（☎34-2301）

５月
２日 ㈪ 固定資産税１期　軽自動車税　納期限 税務会計課

村役場（代表）☎34-2111 ／税務会計課☎34-2112 ／地域整備課☎34-2113 ／住民生活課☎34-2114
教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健センター☎33-3102
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中野渡 和
かず

也
や

さん

　
朝
晩
は
厳
し
い
寒
さ
が
残
る
も
の

の
、
日
中
の
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
日
差

し
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
頃
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
山
に
は
緑

が
増
え
、
海
で
は
春
が
旬
の
食
材
が

取
れ
る
季
節
が
到
来
し
て
き
ま
す
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
と
ワ
ク

ワ
ク
し
て
く
る
の
は
、
自
分
だ
け
で

し
ょ
う
か
（
笑
）。

　
酪
農
家
さ
ん
が
放
牧
し
て
い
る
牛

さ
ん
た
ち
も
、
ど
ん
ど
ん
山
奥
に
進

ん
で
い
く
光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
暖
か
く
な
り
、

牛
さ
ん
の
喜
び
よ
う
は
凄
い
も
の
で

す
。

　
急
斜
面
の
葉
を
食
べ
た
り
、
馬
の

よ
う
に
駆
け
た
り
、
飛
び
跳
ね
た
り

す
る
牛
さ
ん
も
い
ま
す
。
軽
自
動
車

が
向
か
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
て
怖

い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
新
芽
を
無

我
夢
中
で
パ
ク
パ
ク
食
べ
る
光
景
は
、

か
わ
い
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
牛
追
い
を
す
る
と
、
冬
は
の
ん
び

り
な
牛
さ
ん
た
ち
も
早
足
に
山
を
ど

ん
ど
ん
駆
け
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

新
芽
を
食
べ
れ
ら
れ
る
こ
と
は
、
牛

さ
ん
に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
な
ん
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
も
季
節
の
お
い
し
い
食
材
を

食
べ
る
と
、
幸
せ
で
元
気
モ
リ
モ
リ

に
な
り
ま
す
。

　
村
の
皆
さ
ん
も
旬
の
物
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
駆
け

回
っ
て
飛
び
跳
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
、
牛
さ
ん
た
ち
も
大
喜
び

畠山 泰成君
はたけやま・たいせい　田野畑小６年

夢は甲子園に出場すること
打って守れる選手になりたい

　僕は、スポ少野球田野畑 BBC でキャ
プテンをしています。ポジションは
キャッチャーです。
　チームの目標は県大会ベスト 16。目
標を達成するために、自分から大きな声
を出して、チームを引っ張っていきたい
です。
　試合では、ホームランを打って、チー
ムの勝利に貢献したいです。
　夢は甲子園に出場することです。打っ
て守れる選手になって、攻守の両方で活
躍したいです。

急斜面の葉をおいしいそうに食べる牛さん

㊵

広報 たのはた　2022・４27 262022・４　広報 たのはた

ホテル羅賀荘11
◆業務内容…客室内の清掃など
◆雇用形態…契約社員
◆�勤務時間…午前８時30分～午

後５時30分（シフト制）
◆�加入保険…健康保険、厚生年金、

雇用保険、労災保険
◆募集人数…数人

◆�申し込み方法…電話で申し込ん
でください。後日、面接を実施
します

◆申込期限…４月30日㈯
◆�申し込み・問い合わせ先…株式

会社陸中たのはた
　（☎33-2611）

◆�業務内容…調理補助、物販のレ
ジ、商品の陳列、漬物や総菜な
どの加工品の製造・開発

◆雇用形態…パートタイム
◆�勤務時間…週３日～５日　午前

７時～午後４時
　※�勤務日と時間は相談に応じます

◆給与…時給830円～
◆手当…通勤手当

２２道の駅たのはた

◆�加入保険…雇用保険、労災保険
◆�応募要件…普通自動車運転免許

所持者
◆募集人数…３人
◆�申し込み方法…履歴書を提出し

てください
◆�申し込み・問い合わせ先…一般

社団法人思惟の風（田野畑村菅
窪151-6　☎32-3555）

村内の求人情報
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岩
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令

和
４

年
４

月
１

日
広

報
た

の
は

た
 №

661

広報たのはたを広報たのはたを
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公式公式
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広
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田
野
畑

公式公式
InstagramInstagram

公式公式
FacebookFacebook

▼
３
月
は
別
れ
の
季
節
で
す
。
今

月
号
を
最
後
に
広
報
担
当
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
28

年
４
月
、
広
報
担
当
に
任
命
さ

れ
、
無
我
夢
中
で
駆
け
抜
け
て
き

た
６
年
間
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

復
興
に
向
か
う
皆
さ
ん
の
姿
、
机

浜
海
水
浴
場
の
海
開
き
、
道
の
駅

た
の
は
た
の
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
、
三
陸
道
の
開
通
、
台

風
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼

取
材
先
な
ど
で
掛
け
て
い
た
だ
い

た
、「
広
報
見
た
よ
」
や
「
楽
し

み
に
し
て
る
よ
」
と
い
う
言
葉
に

何
度
励
ま
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
な
ん
と
か
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
72
冊
の
広
報

紙
。
６
年
間
の
経
験
そ
し
て
皆
さ

ん
と
の
出
会
い
は
、
私
に
と
っ
て

一
生
の
宝
物
で
す
▼
次
の
担
当
は
、

佐
々
木
祐
介
主
事
。
村
の
皆
さ
ん
、

今
ま
で
以
上
に
応
援
と
取
材
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
政
策
推
進
課　
佐
々
木　
歩
）

263

山根 朱
す ば る

陽くん（１歳７カ月）
雄斗さん・美里さん＝羅賀＝

お母さんからのひとこと

　お姉ちゃんとイチゴが大好き。性格
は、好奇心旺盛で何でも食べる食いし
ん坊。心も体も大きくなって、人に優
しくできる男の子になってね。

★仕事は？
　八幡平市で個人事業主として植林の仕事をし
ています。昨年 11 月からは、週に２～３回ほ
ど田野畑村を訪れ、田代地区の金子正典さんと
一緒に自伐型林業に取り組んでいます。
★やりがいは？
　自伐型林業は今まで経験してきた林業と違
い、手作業が多いなど大変なこともありますが、
新たな発見がたくさんあります。貴重な経験を
させてもらっています。
★趣味は？
　釣りが趣味です。夏と秋は釜石市で釣りをし
ています。暖かくなったら田野畑村でも釣りを
してみたと思います。
★最後に一言お願いします！
　田野畑村は海も山もあって、気持ちがいい場
所です。自然が豊かで冬も暖かく、とても可能
性を感じています。自然が好きなので楽しみな
がら林業に取り組んでいきたいと思います。村
の皆さんこれからもよろしくお願いします。

街角インタビュー　がんばってます 195

石田 祐
ゆ う

喜
き

さん（36）＝八幡平市＝


	広報たのはた2022-04　web用
	広報たのはた2022-04（新）　



